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　片側 口唇 口 蓋裂患者の 顎裂部 に 近接す る 永久中切 歯 に

は，著 しい 捻転 ，傾 斜 な どの 不 正 が み られ ，こ れ ら の 改

善 に は 相当量の 歯 の移動 が必 要 とされ る，しか し，顎裂

隣在歯の 移動 に十分 な 歯槽骨が 存在す るか 否 か は い まだ

明 示 され て い な い ．本研究 は，32例 の 、ヒ顎 歯列石 膏模型

と上 顎骨 の X線 CT を用 い て，上顎 中切 歯の 植立状態 を

把握す る と と もに ，そ の 周 囲歯 槽骨 量 を明 ら か に す る こ

と を 目的 とした．結果は 以下の 通 りで あ っ た．

　 1 ．裂 側 中切 歯 は 非裂 側 中切 歯に 比 べ ，著 し い 近 心 捻

転 と遠心傾斜 を生 じて い た．

　 2 ．中切歯周 囲 歯槽骨 幅 は，裂 側 中切 歯 非裂 側 中切

齔 も 唇 側 で は 1〜2   皺 と薄 か っ た，就 裂 側

中切 歯 を と り ま く骨 幅 は 顎 裂側 ，口 蓋 側に お い て，非裂

側 中切 歯 よ り も有 意 に 薄 か っ た．

　以 上 か ら，裂側中切 歯 は 著 し い 近 心 捻転 や 遠心 傾 斜 を

伴 う こ と，お よび そ の 周 囲 歯槽骨 は，非裂側中切 歯周 囲

歯 槽 骨 と 比 較 す る と 全 般 的 に 薄 い こ と が 明 ら か と な っ

た．

　　　　　　　（日矯歯誌　56 （3）；159 〜169 ，1997 ）

　　Alveolar　bone 　volume 　enclosing

permanent 　centrai 　incisor　adjacent 　to

alveolar 　cleft 　in　patients 　with 　unilateral

　　　　　　cleft 　Iip　and 　palate
It　has　been　presumed 　that 　there 　were 　difficulties　to

improve　severe 　incllnation　 or 　mesial 　rotation 　 of　the

incisor　 next 　to　alve   lar　clef 亡 by　orthDdontic 　dental

rehabilitatjon ，because　of 　very 　thin　bony　layer　enclos −

ing　the　tooth．　To 　define　this　question ，　we 　used 　dental

casts 　and 　X −
ray 　computed 　tomography 　of　32　patients

with 　 unilateral 　 cleft 　 lip　 and 　 palate　 and 　 measured

inclination，　rotation 　of 　upPer 　permanent 　central 　inci・

sors 　and 　also　the　thickness 　of 　the　alveolar 　bone

around 　these 　tooth ．

　 Results　were 　as 　follows：

　 1．The 　central 　incisor　on 　the　cleft 　side 　exhibited

severe 　mesial 　rotation 　and 　distal　inclination　cornpared

with 　non
−
cleft 　side 　 one ，

　 2．The 　thickness 　of 　 the 　alveolar 　bone　around

central 至ncisor 　was 　thin　especially 　in 【abial 　part 　 on

both　cleft 　and 　non ℃ left　sides （1−2　mm ）．In　additlon 　on

the　cleft 　and 　palatal　parts，　the　alveolar 　bone　layer　was

significantly 　thin　on 　cleft 　side 　central 　incisor．

　The 　results 　was 　aTgued 　that　the　central 　incisor　on

the　 cleft 　 slde 　 exhlbited 　 severe 　 mesial 　 rotation 　 and

distal　 inclination，　 and 　the　alveolar 　bone　layer　sur ．

rounding 　central 　incisor　next 　to　alveolar 　cleft 　wasthin

in　fact　compared 　with 　non
−
cleft 　side 　one ．

　　　（J．Jpn．　Orthod．　Soc．56 （3）： 159〜169 ，1997 ）

緒 言

　 口 唇裂 口 蓋裂を有 す る 患者 の 咬合系 は，形 態 的，機

能的 に さ ま ざ ま な 特徴 を有 す る が
1），そ の 形 態 的特徴

の 1 つ に 顎裂の 存在が あ げ ら れ る．そ して こ の 顎裂 に

起因 し て ，顎裂隣在歯 で あ る 中切 歯 や 犬 歯 の 著 明 な 萌

出 方向 の 異常 や 捻転
1−6），顎裂 隣在 歯 の 支 持骨 の 不

足
1・3・η，上 前歯槽部高 の 低成長

8）な どの 問題 が 発生す る

とい わ れ て い る
1−’3・s−1°｝．また 顎裂 に 隣接す る 永久中切
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歯 （以 下 ， 裂側中切歯と よ ぶ ） の移動 を 行 う場合の問

題点 と して，移動速度 が 遅 い ，十分 な移動 が 困難
9♪，歯

髄反応 の 低下や動揺度 の 増大
コ コ），高頻度 の 斜 め 方向 の

歯根吸収の 発 生
IZ ，な どが報告 さ れ て い る．

　 こ の よ うに，顎裂骨欠損 に 由来す る と考 え られ る，

複数 の 咬合形成上 の 問題 が 存在す るもの の ，それ に 関

わ る 顎裂部 の 形態的特徴 に っ い て は，従来 ほ と ん ど検

討 さ れ て い な い ．そ こ で 本研究で は，顎 裂隣在歯で あ

る裂側中切歯 を と りあげ，まず中切歯 の 不正 の 程度 を

把握 す る こ と と し た ．つ い で 矯 正 治療 時の 歯 の 移動 の

場 で あ る 顎裂周 囲歯槽骨の 三 次 元 的構造 を解 明 す る た

め に ，裂側 中切歯 周 囲歯槽骨量 を明 らか に し，こ れ と，

裂側中切歯 の 不正 と の 関連 を検討す る こ と と し た．

資料および方法

1 ．資　料

　資料 と して ，東北大学歯学部附属病院顎 口 腔機能治

療部 に て 咬合管理 を行 っ て い る片側 口 唇 口 蓋裂 患者

32例 （男 子 13例，女 子 19例，8歳 3 カ 月 か ら 16 歳 10

カ 月，平均年齢 11 歳 3 カ 月）の ，顎裂部へ の 骨移植術

前 に 採得 した．L顎 歯列石膏模型 ， 正 面 頭部 X 線規格写

真 ， お よ び X 線 CT を用 い た．　 X 線 CT は，　 ANS と骨

外耳道上縁 を結 ぶ 直線を基準線
3〕と し，こ れ に 平行 に

2mm ス ラ イ ス 幅で ．ヒ顎歯槽頂縁 か ら鼻 尖部 ま で 撮影

さ れ た も の で あ る．対象症例を選択 す る際の条件は 以

下 の 通 り と した ．す な わ ち，

　 1 ＞他 に 合併奇形 が み られな い ．

　 2 ＞上 顎左 右中切歯は 萌出完了 し，歯根形成 も完 了

　 　 　 し て い る．

　 3） 上 顎左右第
一

大 臼 歯が 萌 出完 了 し て い る ．

　 4 ）上顎左右中切歯へ 矯正 力を加 え て い な い ．

　 5 ） 上 顎歯列石膏模型 ，正 面頭部 X 線規 格 写 真，お

　　　 よ び X 線 CT が 1 年以 内 に 採得 さ れ て い る ，

　 6）重度 の 顔面非対称 が み られ な い ．

の 6 項 目で あ る．

II．研究方法

　 1．中切歯 の 近心捻転角，唇側傾斜角，遠心傾斜角

　　 の 計測方法

　 1 ）上 顎歯列 石 膏模型 上 の 正 中線 の 設定

　 は じ め に，近藤
’4 ｝，野 口 ら

コ 5）
に準 じ，正面頭部 X 線規

格写真上 で 顔面正 中線 ん を設定 した （図 1A）．す な わ

ち ， 鶏冠頸部 を通 り左右 の 眼窩外縁 と oblique 　lineと

の 交点を結ぶ 直線 に直交す る直線を顔面正中線 ん と し

た．つ ぎ に，上 顎左右中切歯歯冠遠心最大豊隆部 を結

ぶ 線分 と上 顎 左 右第
一

大 臼歯頬側咬頭頂 を結ぶ線分と

を設定 し，こ の 2線分 と顔面正中線 k との 交点 か ら中

切歯歯冠遠心最大豊隆部，お よび第
一

大 臼歯近心頬側

咬頭頂 ま で の 距離の 左右比 （図 1A ，　p ：q お よび r ：s）

を そ れ ぞ れ 求 め た．

k

・祠

ρ

｝

o

σ

厂 5

A ：正 面頭部 X 線規格写真上 で の 顔面正 中線の

　　設定 と上 顎 左 右中切 歯，第
一大 臼歯 の 位 置

　 　の 計 測

　顔 面 正 中線 k は，鶏冠 頚 部 を通 り左右 の眼 窩

外縁 と oblique 　lineとの 交点 を結ぶ 直線に 直交

す る 直線 と し た．

　p ：q　顔面 正 中線 k か ら上 顎左右中切 歯歯

冠遠心 最大 豊隆部 まで の 左 右 比

　 r ； s 顔面正 中線 k か ら上顎左 右第
一

大 臼

歯頬 側 咬 頭 頂 まで の 左右 比

1

　　B ：上顎歯列石膏模型 上 の 正 中線の

　　　 設定

　　 左右中切 歯歯冠遠心最大豊隆部を結

　 ぶ 線分 上 に ， また左 右第
一大 臼歯近 心

　 頬 側咬頭頂 を 結 ぶ 線 分 上 に p ：q ・

　 p
’

：q
’
，r ： s ・〆 ：s

’
と な る 2 点を設

　 定 し，こ の 2 点 を通 る直線 を上 顎歯列

　 石膏模型上 の 正 中wa　1 と した．
図 1 上 顎歯列石 膏模型 上 で の 正 中線の 設定

　さ ら に 上 顎歯列石 膏模型上 で，左右 中切歯歯冠遠心

最大豊隆部を結ぶ 線分上 に，ま た 左右第
一

大臼歯近心

頬側咬頭頂を結ぶ 線分上 に ，正 面頭部 X 線規格写真上

で の 顔面 正 中線 たか らの 距離 の 左右比 を 再現 す る 2点

（図 IB，グ ：q
’
tsよ び r

’
：s

’
）を設定 し た．こ の 2 点を

通 る 直線 を上顎歯列石膏模型上 の 正 中wa　1 と し た （図

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Orthodontic Society

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Orthodontlo 　Soolety

片側ロ 唇 口 蓋 裂患者 に お ける上顎中切 歯 の 植立状態 と歯槽 骨量 に つ い て　　161

1B）．

　　2 ）角度計測

　　ま ず正 中線 1 と，その 直交線 （以下 正 中直交線 m ）
を表記 した ア ク リル 樹脂板 （厚 さ 2mm ）製 の 咬合平面

板 （図 2A）t ，ワ イ ヤ ー
フ レ ー

ム 状 の 中切歯歯冠軸 を

表現 す る中切歯基準平面板 （図 2B）を 作製 した ．咬合
平面 は，非裂側中切歯切縁上 の 中点，上 顎左右第

一
大

臼 歯近心頬側咬頭頂 の 3点 に よ り設定した．中切歯歯

冠軸の 設定方法 は 富士川
16 ，

に 準 じ た．すなわ ち，唇舌方

向の 歯冠軸 は ， 歯頸部 で の 唇舌的中点 と切縁 と を結 ぶ

直線 と し，近遠 心 方向の 歯冠軸 は，唇側歯頸部近遠 心

的中点 と歯冠最大幅径部の 近 遠心的中点 を結 ぶ 直線

さらに捻転 に つ い て は，切縁 の 近 遠心端 を結 ぶ 直線 で

設定 した．

　 つ ぎに ，咬合平面板 と中切歯切縁 上 に 中切 歯基 準平

面板 を設置 した 上 顎歯列 石 膏模型 をサ ーベ イ ヤー
の 模

型台 に 装着 し，CCD カ メ ラ （FV −7000，富 士 写真 フ イ

ル ム （株），東京） を 用 い ，図 3A ，　B，　C に 付記 した 条

件下で 石 膏模型 を撮影 した．さ ら に，撮影 した 画像を
パ ー

ソ ナ ル ・コ ン ピ ュ
ーター

（Centris　660　AV ，ア ッ プ

ル コ ン ピ ュ
ーター （株），東京）へ 入 力 し，パ ブ リッ ク

ドメ イ ン ソ フ トの NIH 　Image を用 い て ， 中切歯基準

平 面 板 の 各 辺 と咬合平面板上 の 正 中線 1，あ る い は 正

中直交線 m とが な す角度 か ら， 中切歯 の 近心捻転角
（図 3A ，∠ α ），唇側傾斜角 （図 3B ，

∠ β），遠心傾斜

角 （図 3C，∠ γ） を計測 した ．

　 2 ．中切歯周囲歯槽骨幅の 計測方法

　 1 ）基準座標軸の 設定

　各症例 の X 線 CT の 中か ら，中切歯 の 歯頸部，歯頸

側 1／3， 根尖側 1／3，な らび に 根尖部 で ス ラ イ ス され た

4 つ の 画像， お よ び 骨外耳道 を含む 画像 の 合計 5 つ の

画像 を選択 した．こ の うち骨外耳道を含む 画像上 で，
左右骨 外耳道中央部を結ぶ 横軸 n を 設 定 し た （図 4
A ）．つ ぎに，他 の 4 っ の 画像上 で 中切歯歯根根管中点

を原点と し，原点 を通 り上記 の 横軸 ％ に 平行 な 直線 を

引 い て X 軸 と し た．さ ら に X 軸か ら 30c 間隔で ，原点
を通 る半直線 を放射状に 描 き，基準座標軸 と した （図

　　　　　　　A ：咬合平 面板

　厚 さ 2mm の ア ク リル 樹脂板 で 作製 した も の

で，咬合 平 面 を示 し，正 中線 t，正 中直交線 m が

表 記 され て い る．

　　　　　 B ：中切 歯基準平面板

　直径 O．3mm の ワ イ ヤ ーに よ る フ レーム を用い

て歯冠軸 を示す．

　　 図 2　咬合平 面板 と中切歯基準平面板

A ：近心捻転角

　咬 合平面 板 に 対 して レ ン ズ光軸 を直交 させ て 撮影，図 中の ∠ α を近’酎念転角 と した．
B ：唇側傾 斜角

正 中直交線 と レ ン ズ 光 軸を平行に 撮影．図中の ∠ β を唇傾斜角 と した．
C ：遠心傾斜角

正 中線 と レ ン ズ 光軸 を平 行 に撮影　図中の ∠
γ を遠 心傾斜角 と した．

　　　　　　 図 3　近 心 捻転角，唇側傾 斜 角，遠 心 傾 斜角の 談 則方 法
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4B）．

　 2 ）周囲歯槽骨幅 の 計測方法

　基準座標軸 と中切歯歯根外側縁，歯槽骨外側縁 との

2 交 点間の 線分 の 長 さ を周囲歯槽骨幅 と し，裂側中切

歯 に つ い て は 7 箇所 （図 5A，　E〜K ），非裂側中切歯に

つ い て は 5箇 所 （図 5B，P 〜T ）を計測し た．なお ，計

測 は X 線 CT を 高周波透 過 光装置（FX −10，　 LPL （株〉，

東京）上 で ，先 に 述 べ た CCD カ メ ラ で 撮影 し，パ ーソ

ナ ル ・コ ン ピ ュ
ーター

へ 入 力 し て 行 っ た ．

　 また ， 計 測 部位 を唇側，顎裂側，口 蓋 側 の 3 つ に 区

分 して 平均値を求 め た．す な わ ち，裂側中切歯 に つ い

て は，唇側 は E と F の 平均，顎裂側 は G とH と 1の 平

均，口 蓋側 は J と K の 平均 を，非裂側中切 歯 に つ い て

は，唇側は P とQ ，口蓋側 は S と T の 平均値 を求 め た ．

た だ し非裂側 中切歯 の 顎裂側 に つ い て は，便宜 的 に R

を対照 さ せ た ．

　 3．統計処理

　　　　　 A ：横 軸 n の 設定

左右骨外耳道を結ぷ 直線 を横軸 n と する ．

30
°

XX軸

　　　　 B ：基準座標軸 の 設 定

　は じめ に 中切 歯歯根根管中点 を 原 点 と

し，原点を通 り横軸 n に平行 と なる X 軸 を

設 定 した．つ ぎに X 軸 上 の 原 点か ら30澗

隔で 放 射状 に 半直線を描 き，基 準座 標軸 と

した．
　　　　図 4　基 準座 標軸 の 設 定

　近心捻転角， 唇側傾斜角，遠 心 傾斜角 お の お の の 計

測値 に つ い て ，左右中切 歯問 に お け る等分散 の 検定に

は F 検定を，平均値 の 差 の 検定 に は Studentの t 検定，

ある い は Welch の t 検定 を適用 した．また，中切歯 の

植 立 状態 を表 す 3 つ の 計測値間 の 相関，お よ び 左 右中

切歯間の相関の 検討 を行 っ た．

　周囲歯槽骨幅 に つ い て は，唇側，顎裂側 ， 口蓋側 に

分 けて ，上 記 と同様に して 等分散 の 検定，平均値 の 差

の 検定を行 い ，さ らに 中切歯の植立状態 と 周囲歯槽骨

幅との 相関の 検討 を行 っ た．

結 果

1．中切歯の 植立状態に つ い て

　裂側中切歯，非裂側 中切歯 お の お の の 近心捻転角，

唇側傾斜角，遠心 傾斜角 の 計測結果 を，表 1 に 示 した．

裂 側 中切歯 は 非裂側中切歯 と比較 し，近心捻転お よ び

遠心傾斜 が 顕著 で あ っ た （p ＜ 0，01）．ま た，近心捻転

唇側傾斜 に つ い て は，変異 が よ り大 き か っ た　（p ＜ 0，

E
F

G

H

1

」

K
　　　　 A ：裂側 中切 歯

　E 〜K の 基準座標軸上 で，歯槽骨幅

を計測 した．

R
Q

P

　　　　 S
　 　 　 　 　 　 　 　 T

　　　　 B ；非裂 側中切歯

　P 〜T の 基 準 座標軸 上 で ，歯槽骨幅

を計 測 した ．
　　図 5 歯槽骨骨幅の 計測部 位
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01）．

　さ ら に，近心捻転角， 唇側傾斜角 ， 遠心傾斜角の 3
つ の 植立状態 を表すパ ラ メ ーター間 で の 相関を検定 し

た結果 ， 裂側中切歯，非裂側 中切歯 い ずれ に お い て も，

近 心捻転角 と唇側傾斜角 との 間 に の み 正 の 相関 が 認 め

られた（p 〈 0．05，表 2A，　B ）．しか し，3 つ の 植立状態

を 表すパ ラ メ
ー

タ
ー

お の お の に つ い て ，裂側中切歯 と，

非裂側中切歯間で 検定 した 結果，両者 に 相関 は み られ

なか っ た （p ＞  ．05，表 3 ）

　 さ らに ，垂直的 に は，裂側，非裂側 と も，歯頸部 か

ら根尖部 に 移行す る に つ れ て歯槽骨幅は増加 し た．し

か し、部位的 に は違 い が み られ、裂側 で は，顎裂側 で

小 さ い 傾向 が あ っ た の に 対 して，非裂側 で は，口 蓋側

で 増加率 が 小 さ い 傾 向が み られた．

　部位別 に ，裂側 と非裂側 とで 歯槽骨幅を検定した結

果，顎裂側，口 蓋側 の す べ て の 部位 で ，裂側 の 歯槽骨

幅 が 非裂側 の そ れ よ り も有意 に 小 さ か っ た （p く 0．01

な い しは p ＜ 0，05），

II．中切歯周囲 の 歯槽骨幅 に つ い て

　表 4 ， 5，図 6 に 歯槽骨幅の 計測結果，お よ び 裂側

と非裂側 の 骨幅 の 検定結果 を示 した．

　裂側，非裂側 と も，全般的 に 唇側 の 歯槽骨幅 は，1〜2

mm 程度 と薄か っ た．また，裂側，非裂側 と も，唇側

か ら顎裂側，口蓋側へ と移行す る に 伴 っ て ， 歯槽骨幅

は 増加 し た が ，裂側 で は 口 蓋側歯槽骨幅が唇側の 2倍

程度 で あ っ た の に 対 して ，非裂側 で は，口蓋側歯槽骨

幅 は，唇側の 3〜 4倍程度で あ り，裂側 で の 増加率 の

方が 小 さ か っ た ．

表 1 裂側，非裂側中切歯の 植立状態

近 心 捻転角 唇側傾斜角 遠心 傾斜角

裂 側 中切 歯

非 裂側 中切 歯

122 ．8± 31．2
81．8± 15．0102

．6± 14．1
105．6± 9．1111

．7± 8．7
84．3± 6．4

F−testt
−test

＊　　串
零　　寧

辱　　零 ＊

＊　　＊

平 均値 ± 標準偏差（単 位 ：度 ）　
＊

：P ＜ O．05，’ ＊
：P く 0．01

1皿．中切歯の 植立状態 と周囲歯槽骨幅 との 関連

　裂側中切歯 ま た は非裂側中切歯の 植 立 状態 と周囲歯

槽 骨 幅 との 相関 に つ い て の 検 定結果 を 表 6−1，表 6−2
に 示 し た．

　裂側中切歯 に は ，近心捻転角 と歯頸部 口 蓋側 の 歯槽

骨幅 との 間 に 正 の 相関 が，根尖側 1／3 と根尖部 口 蓋 側

歯槽骨幅と の 間 に負の 相関が 認 め られ た．また ， 唇側

傾斜角 と唇側根尖部 ならび に歯根 口蓋側中央部歯槽骨

幅 との 間 に も，負 の 相関が み られ た ．しか し，遠心傾

斜角に つ い て は，ど の部位の 歯槽骨幅 との 間 に も相関

を認 め なか っ た，

　非裂側中切歯 に は，近心捻転角 と歯頸部 な ら び に 歯

頸部 1／3 の 顎裂側 ， 口 蓋 側 の 歯槽骨幅 との 間 に ， また

唇側傾斜角 と，口蓋側歯頸部，お よ び歯頸側 1／3 の 歯

槽骨幅 との 間 に ，負 の 相関 が み られた．しか し，裂側

中切歯同様，遠心傾斜角 と周囲歯槽骨幅 との 間 に は相

関が な か っ た．

考 察

表 2　裂側，非裂側中切 歯 の 植 立 状 態 の 相 関

A ．裂側中切歯

近心捻転角 唇 側傾斜角

唇 側 傾斜 角

遠 心 傾斜 角

O．394喰

0．120 一
〇．D79

B ．非裂 側中切 歯

＊
：P く 0．05

近心捻転角 唇側 傾 斜 角

唇 側傾斜角

遠 心傾 斜 角

0．412索

0．168 0．248

’
　 P ＜ 0．05

1，研究方法 に つ い て

　 1 ．資料 の 選択方法

　対象症 例 の 裂型 を 口 唇 凵 蓋裂 と した の は，こ の 裂型

の 発 現 頻度 が高 く歯科 矯 正 治 療 の 機 会 が 多 い こ と
17 ），

裂側中切歯の 萌出異常の 発現頻度が 高い
ト 3 ）こ と に よ

る ．また 片側性 と した の は 顎裂 の 影響 を受 け に くい と

考え られ る反対側中切歯 の 植立 状態 を対照群 と して扱

え る こ と に よ る，な お
， 口 唇 口 蓋裂 以外 の 合併奇形 を

有す る場合 に は，他 の 要因が関与す る可能性が否定 で

き な い た め除外 した．

　 2，模型計測方法

　石膏模型上 の 正中線 の 設定 に 関 して は，歯槽弓が 変

表 3 裂側，非裂側中切歯間に お け る相関

近 心 捻転 角

裂側中切歯

唇 側 傾 斜 角 遠 心 傾 斜角

非裂側中切 歯

近 心 捻転 角

唇 側傾 斜 角

遠 心傾 斜角

一
〇．303

− 0．127
− O．038

一
〇．065

　0．262
　0．158

　O．ユ28

　0．215
− 0．045
＊

：P 〈 0．D5
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形 （collapse ）して い た り，正中 口 蓋縫合 が 識別不可能

で ある こ とな どの 理 由か ら，模型上 で 直接設定す る こ

と は 困難 と考え，正 面頭部 X 線規格写真上 の 顔面正 中

線 か ら．ヒ顎歯列石膏模型上 に正 中線 を 規定 す る 方法 を

と っ た．また 咬合平面
18，

に つ い て は，裂側中切歯 の 不正

の 程度 が きわ め て 大 き い こ と，口 蓋形成術 の 瘢痕組織

の た め 切歯乳頭 な どの 軟組織上 の 基準点 の 設定が 困難

で あ る こ と を考慮 し，前方部 で は比較的不正 の 程度 が

小 さ い と予想 され た 非裂側中切歯切縁 の 中点，後方部

表 4　中切 歯周囲の 歯槽骨幅

A ．裂側 中切 歯

部 位

座標軸名 歯頚部 歯頚側 1β 根尖側 レ3 根尖部

EO ．7± D，31 ，0± 0，51 ，5± LO2 ，7± 1．5
F0 ．7± D．41 ．3± 0，71 ．8 ± 1，02 ，6± 1．2

G1 ．0土 O．41 ，8± 1，02 ．2 ＝ 1 ，12 ．6± 1 ，7
H1 ．2± 0．71 ，8± 1．12 ．2土 1，52 ．1± 1，2
10 ．9± D．51 ．6± 1．22 ．3＝ 2．23 ．ユ± 3，3

JLO ± 0．61 ．9± 1．43 ．G＝ 2．84 ．1± 4 ．0

K2 ．2± 1．43 ．3± L84 ．9＝ 3．26 ．9± 4，6

平 均 1．1士 0、91 ．8± 1．32 ．6士 2．23 ．4± 3．2

B ．非 裂側 中切 歯

平 均値 ± 標準 偏 差 （単 位 ：mm ）

部 　 　位

座標 軸名 歯頚 部 歯頚 側 1／3 根尖側 1／3 根尖 部

PQRST 0．8± 0．4

0．8 ± 0，4

1．4± 0．8
3．1士 1．2
42 士 2．0

12 ± D．7　 1．7± 0．8
1．3± D．8　 1．8± 0．9
2．2± 1．3　 3．3± 1．5
3．9± 1．4　 4．6± 2．0
5．6土 2．2　 7．5± 2．6

2．5± 1，22

．7± 1 ，44
．4± 1．85
．7主 2．4

8．9：L3 ．4

平 均 2．1± 1．12 ．8± 1．4　 3．8± 1．54 ．8± ユ．9

平 均値 ± 標準偏差 （単位 ：mm ）

で は左右第
一

大臼歯近心頬側咬頭頂 を選択 し，こ の 3

点 が 成す平面を咬合平面 と した．

　さ ら に 歯冠軸の 設定に っ い て は ， 本研究で は富士

川
16 〕の 方法 に従 っ た ．歯冠軸 と歯根軸 とは 必ずしも

一

致す る わけで な く
’9〕，事実本研究資料 の 正 面頭部 X 線

規格写真 に お い て も，歯冠軸と歯根軸 に 相違 の み ら れ

る 症例が 存在し た．し か し本研究 で は，歯冠を排列す

る 観点 に 立 ち，歯冠軸 の み を計測 した ．

　 3．X 線 CT 上 の 歯槽骨幅 の 計測方法

　基準座標軸の 設定 に つ い て で ある が，須佐美 ら
2°）は，

口 唇 口 蓋裂 患者 で は 左右 の 上顎結節 の 前後的 な ず れ

や，頭蓋，上顔面 に 対 す る 歯槽突起 の 左右 の ずれ が 認

め ら れ，歯槽弓は 三 次元 的 に 偏位 して い る と報告 し て

い る．ゆ え に 咬 合平 面 ，す な わ ち水平面 上 で の 基準線

の 設定 に は ，鼻上顎複合体 か ら離 れ た 側頭骨 の 骨外耳

道 に そ の 基 準 を 求 め た．

　 し か し，小 野 ら
21 ）は 口 唇 裂 口蓋 裂 患者 の う ち 重度 の

顔面非対称 を有 す る もの の 中 に は ，頭蓋 の 変形 と 顎関

節 の 後 上 方偏位 に よ る下 顎 骨 の 裂側 へ の 偏 位 が 認 め ら

れ る タ イ プ が あ る こ とを 報告 し て い る．こ の 場 合，顎

関節に 解剖学的 に 近接す る骨外耳道 も同様 に 偏位 す る

と考 えられ，骨外耳道 を基準 と して 用 い れ ば顎顔面頭

蓋全体 の 水平面 上 に お け る基 準線 は ， 非対称 の 偏位側

に 回転す る こ と とな る．こ の点を考慮 し て，本研究 で

は 重度 の 顔面非対称 を有す る症例 を資料 と して 用 い な

か っ た．した が っ て ，骨外耳道 を 用 い た X 線 CT 上 で

の X 軸の 設定 と ， これ を 基準線と した 基準座標軸の 設

定方法 は妥当 と考 え られ た．

　歯槽骨幅 の 計測部位 に つ い て ，裂側中切歯 で は，遠

心傾斜 と舌側 傾斜 と い う不 正 改善時 の 歯根の 移動方

向，す な わ ち遠 心 側 お よ び口 蓋側 を主 に 選択 した．ま

た，非裂側中切歯 で は，周囲 に 他歯 の 歯根 が 存在 して

計測 で き な い 部位が あっ た こ と か ら，裂側中切歯の 計

測部位を考慮 し，か つ す べ て の 資料で 計測可能 で あ っ

表 5 歯 槽 骨 幅の 比 較

裂 　 　側 非 裂 側 検 定 結 果

部 位
平 均値 ± 標準偏 差 平 均 値 ±標 準 偏 差 F−test ttest

歯頚 部 唇　 側 0．7± 0，3 0．8± 0．4

顎裂 側 1．0± 0．6 1．4± 0．8 孝　　＊

口蓋 側 1．6± 1．3 3．7± 1．8 拳　　寧

歯頚 側 1／3 唇　側 1．2± 0，6 1，3± 0，8

顎裂側 1．7土 L1 2，2± 1．3 寧

口 蓋 側 2．6± 1，8 4．7± 2．0 牟　　寧

根尖側 1／3 唇　側 1．7士 1．0 1．8± 0．8

顎裂 側 2．2土 1．6 3．3± 1．5 零　　＊

口蓋 側 4．1士 3．1 6．1± 2，8 審　　癰

根 尖 部 唇 　側 2．6± 1．3 2．6± 1．3
顎裂側 2．6± 2．3 4．4± 1．8 掌　　暮

口蓋 側 5．5± 4．5 7．3± 3，3 傘

単位 ：mm ，＊
：P く0． 5，＊＊：P ＜ 0．01
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Q
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1D86
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　　 B ：非裂側中切歯

図 6　中切 歯 周 囲 の 歯 槽 骨幅

● 平 均　 O ＋ 1SD

た 部位 を 選 ん で 計測 した．ま た 裂側，非裂側中切歯間

の 周囲歯槽骨幅の 比 較部位 に つ い て は ，歯槽弓上 に お

け る 対応部位 を可及的 に
一

致 さ せ る こ と と した．

ll．裂側，非裂側中切歯の 植立状態 と歯槽骨量

　 1．中切 歯の 植立 状 態

　顎裂部 に 隣接 す る歯 の 不 正 に 関 す る報 告 は 従来 よ り

散見 され ，裂側中切歯 は，著 し い 舌側傾斜，顎裂側 へ

の 傾 斜，近 心 捻転等 の 特徴 を有 す る とさ れ て い る
1−6）．

こ れ ら の 報告の 中で 定量 的 に 評価し て い る河野 ら
3L

田 辺
4，，関 口

5》，林
6）
の 報告，加 えて 正 常咬合者 の 数値 と

し て 歯 科補 綴 学分 野 で 広 く用 い られ て い る 饗 庭

ら
22・23 〕

， 富士 川
’5）

の 報告 に つ い て ， お の お の の 資料 の 内

訳，結果 を表 7 に ま とめ た ．以下 に こ れ ら と本研究結

果 と を比較検討す る．

　 1 ）近心 捻転に つ い て

　本研究 の 裂側中切歯 は 明 らか に 近心捻転 の 特徴を有

し，従来 の 報告
コ”’‘ ）と一致 した．しか し，河野 ら

3，，田辺
4》

と比較 して ，近心捻転 の 度合 い はか な り大 き い 傾向 を

示 した．ま た，非裂側 中切歯 は 田 辺
4）よ り は若干小 さい

も の の ，河野 ら
3＞とほ ぼ 同 じで あ り，正常咬合者 を対象

と した 饗庭 ら
22 ｝，富士川

le レ
と も ほ ぼ 同様 の 結果 が 得 ら

れ た ．

　裂側中切 歯 に 近 心 捻転 が み られ る原 因 に つ い て，馬

場 ら
2‘）は

一
次 形 成手 術後 の 口蓋瘢痕組織 に よ る 正 中方

向 へ の 牽引力 の 関与 を あげて い る．しか し一
般的 に 行

わ れ て い る 口 蓋 裂 初 回 手術術 式 か ら は，口 蓋 の 術後性

瘢痕に よ る牽引力 が
， 裂側 中切歯を近 心捻転 さ せ る 方

向 に 選択的 に 作用 す る と は 考 えに くい ．ま た 田 辺
4｝は ，

口 蓋 の 前方へ の 発育不全 に よ っ て 舌 の 運動制 限が 現 れ

る結果 と して 生 じ る ， 顎裂部 へ 向か う舌圧 の 増大 と口

唇 圧 に よ る alveolar 　collapse をあげ て い る．しか し，

歯列弓上 で 顎裂 をは さ ん で 反対側 に あ る犬歯 に 着目す

る と ， 犬歯近 心部 に も同様 の 舌圧 が加わ る と考え られ

遠心捻転 の 発生が予想 され る が，実際 は 近心捻転を示

す
2・9・2a）．したが っ て ，舌圧 や 口 唇圧 の 影響 も少 な い と考
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表 6−1 裂側中切 歯の 植立 状 態 と周 囲歯槽 骨幅 との 相 関 表 6−2 非裂側中切 歯の 植立 状態 と周囲歯槽骨幅 との 相関

A ，近 心捻 転 角 と 歯槽 骨骨 幅 との 相 関

部 位 歯頚 部 歯 頚側 1／3 根 尖 側 1／3 根 尖部

唇 　側

顎裂 側

口蓋 側

　 0．238
− 0．168
　 0．361＊

　0．170　　　0，225
− 0．（189　　− 0．163
− 0．196　 　

− 0．381享

　 0，22D
− 0，323
− O．50D＊ ＊

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
＊

：P ＜ 0．〔）5，
榊

：P く0．01
B ，唇側傾斜角 と 歯槽骨骨幅 との 相関

部位 歯頚部 歯頚側 113 根尖側 1〆3 根尖部

唇 　側

顎裂側 i0

．0400
．032

　 0．134　　 　 0．230
− 0．071　　

− G，ユ66

一
〇．500＊ ＊

　 0．185
冂 蓋 側 　　　

一
〇　〇99　　

− 0378 寧

　　
一

〇 385＊

　　− O．260

A ．近 心 捻転角 と歯槽骨 骨 幅 と の 相 関

部位 歯頚部 歯頚 側 1／3 根尖側 1／3 根尖部

唇　 側

顎裂側

口 蓋側

一
〇．283

− 0．529＊＊

− 0．628籾 ＊

一
〇．064　 　

−
〔〕．021

− 0．382宰
　 　

一
〇．336

− 0．443＊

　　
− 0．274

・− 0．089
− 0．304
− 0．146

　 　 　 　 　 　
專

：P く 0．05，
1 ＊

：P 〈 〔｝．0ユ，
＊＊＊P く0．001

B ．唇 側傾斜角 と歯槽骨 骨 幅 と の相 関

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
a

：P ＜ 0．05，＊ ＊

　P ＜O．01
C ．遠心 傾 斜 角 と歯 槽骨 骨 幅 との 相 関

部 位 歯 頚 部 歯頚 側 1／3 根 尖側 1／3 根尖 部

唇　側

顎裂 側

口蓋 側

一
〇．131

− 0．297
− 0．516＊木

一
〇．064　 　

−−D．105
− 0．264　　

− 0．314
− 0．413率　 　

一D．202

一
〇．146

− 0．299
− 0．145

　　　　　　　　　　　　
1

：P ＜ 0．05，料

　P ＜ 0．Ol
C ．遠 心傾 斜 角 と 歯槽骨骨幅 と の 相関

部位　　歯頚部　　歯頚側 Y3 根尖側 1／3　 根尖部

唇　側

顎裂 側

口蓋 側

　0，259　　　　0　094　　　　　 D　O52　　　
−

〔レ．056
− O　I53　　　　0　001　　　　− 0　061　　　− 0　074
− 0　097　　　　0　081　　　　

− O　OO2　　　　　0　025

部 位 歯 頚 部 歯頚 側 1／3 根 尖側 1／3 根尖 部

唇 　 側

顎裂 側

口 蓋 側

一
〇．205

− 0．297
− 0．224

　0．275　　　   ．218
　 0．029　　

− 0．095
− 0．137　　 　 0．036

　 0．154
− 0．084
　 0．129

えられ る．さ らに ，河野 ら
3）
は 支持歯槽骨 の 不足 に 言及

して い る もの の ，具体 的に は 考察 し て い な い ．

　 こ こ で，胎生期 の 歯胚相互 間の 発生位置 に つ い て み

る と，前歯歯胚 は乳歯 永久歯 と も に 叢生状態 に あ る

こ と が 知 られ て い る
25 ｝．し か し，こ の 叢生状態 は顎骨 の

成長 に 伴 っ て 改善 し，通常 は 歯 の 萌 出期 に は 解 消す

る
26 ）．顎 裂 存 在 下 の 上 顎 骨 で は，前歯部 に は 顎 裂 とい う

骨欠損 が あ る た め，そ の全体は小 さ く ， さ ら に 上 顎骨

の 十分 な 成長 が 得 られ な い と す れ ば，歯胚 が 排列 し う

る場 が 著 し く制限 さ れ る こ とが 推察 さ れ る．併わせ て

側切歯歯胚 が 遠 心舌側 に位置し ， 中切 歯遠心 を唇側 に

圧排 し て 発育 して い る こ と を考慮す る と，限 られ た 骨

内で適応 して 裂側中切歯歯胚 が 発育 した 結果が ，近心

捻転 とい う型 で 表現 され た と考え た．

　 2 ）遠心傾斜 に つ い て

　裂側中切歯 の 遠心傾斜は，本研究 に 限 らず，こ れ ま

で の報告す べ て に認 め られ た
1−4 ）．幸地 ら

2 η は，鼻腔底

レ ベ ル で の 顎裂幅 は 歯槽骨 レ ベ ル の 顎裂幅と比較 して

大 き い と報告 して い る．鼻腔底 レ ベ ル で の 顎裂幅 が 大

き い 場合に は，裂側中切歯歯胚 は よ り正 中部，さ らに

は非裂側 に位置 す る と考 え られ る．こ の 位置か ら ， 裂

側中切歯 が 本来あるべ き近遠心的位置，すなわ ち 遠心

方向へ 傾斜し た状態で 歯冠，歯根 の 形成 が 進行 し た 結

果 と し て，遠 心傾斜を呈 す る も の と考えた ．裂側中切

歯 が 遠心傾斜 す る こ と 自体 は，単 純 X 線 写 真
1，3 ），顎 裂

幅の 直接的計測
2η，X 線 CT を 用 い た 研究ηで 顎裂骨欠

損 が 上 方か ら下 方 へ 向か い 狭小 化 す る症 例 が 多 い とい

う結果 と 合致 す る．

　 した が っ て ，遠心傾斜 に つ い て は ，歯冠形成開始期

の 裂 側中切 歯歯胚 の 近 遠 心 的位置 に 関連 し，さ ら に こ

れ に は 梨状 孔 付近 で の 顎裂骨欠損の 大 き さ が関与し て

い る と考 え た．

　 3 ）舌側傾斜 に つ い て

　 口 唇 口 蓋 裂群 は 顎裂 を 有 さ な い 群 と比較 し て 舌側傾

斜 の 傾向 を 示 す も の の ，本研究結果 で も，田 辺
4）
の 報告

で も，裂側 と非裂 側中切 歯問 で 傾斜度 に 有意 の 差 が 認

め られ な か っ た こ と は，注 目に 値 す る．こ れ は，裂側，

非裂側中切歯 で 明確 に 異 な っ て い る 周囲歯槽骨形態 の

差 が 中切歯歯冠 の 唇舌的傾斜度 へ は影響 を及 ぼ さ ず，

舌側傾斜 は，近心 捻転 や 遠 心傾斜と は 異 な る メ カ ニ ズ

ム で 発生す る こ と を示唆 し て い る．

　
一

般 に ，口 唇裂 口 蓋裂患者 で 中切歯 が 舌側傾斜 を引

き起 こ す 要 因 と し て，1） Ross2s〕の 提唱 し た 口 蓋 形成

手術 に よっ て 生 じた 口 蓋 の 瘢痕組織が人工 的 なバ ン ド

と な る maxillary 　 ankylosis ， 2）Subtelnyら 29，，

Pruzansky’s° ），　 Mazaheri ら
31 ）

の ， 口 唇形成手術 で連続

性が回 復 さ れ た 口 腔周囲筋 の molding 　action （賦形作

用〉が あげ られ る．他方 で ，後藤
321は 口 唇形成術前 に 上

顎乳 切歯歯胚 の 舌側傾斜 を 確認 し て い る．また，乳歯

歯胚形成期 に お け る裂奇形発生 と，そ の 後 の 顎裂 の 存

在 に よ る 乳歯歯胚 へ の 血管神経分布 の 相違
33β4

等 の 特

徴 を指摘す る 報告 もみ ら れ る．

　以上 の こ と をふ ま え，裂側，非裂側 中切歯両方 に み

ら れ た 舌側傾斜 は ，胎生期 に 起 因 す る乳 歯列 期 か ら の

舌側傾斜 の 傾向 に 加 えて ，tight　lipや 口 蓋部 の 瘢痕組

織等 の 持 続 的 な 軟 組織 の 圧 力 の 影 響 を受 け な が ら，引

き 起 こ さ れ た と推察 した，

　以 上，片側 口 唇 口 蓋裂患者 に み られ た ，上顎中切歯

の 近 心 捻転，遠 心 傾 斜 ，舌側 傾 斜の 発 現 に 係 わ る 要 因

に つ い て ，そ れ ぞ れ考察した．近 心捻転 ， 遠心傾斜 ，

舌側傾斜 の 不正 の 相関 を検討 し た 結果 で は，裂側中切

歯 非裂側中切歯 それ ぞ れ の 近心捻転角 と唇側傾斜角
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表 7 従来の 報告 との 比較

報告者 本研究 河 野 ら
3 〕 田辺

4〕 関 口
5〕 林

6， 饗庭 ら
22・罰 富 士 川

15〕

対 象 症例 の 上 顎 中切 歯，上 上 顎 中切 歯 未 手術 囗 蓋 裂 上 下顎 中切 ♂ ：12yOm

内訳 顎第
一

大 臼 歯 萌出 12−16y 歯 と第
一

大
一

！3ylm
萌 出 Hellman の （Ave ．13．5y ） 臼歯萌出 （Ave ．12y7m ＞

♂ ：13名 咬 合 思春 期性成 25名

♀ ：19名 発達段階 長前 ♀ ：11y10m

（Ave ．11y3m ） IIIA期 8−10y 一12y2m
片 169名 ♂ ：30名 （Ave ．12y4m ）
側 18名
口

近 心捻 転 角
唇

裂 　側 122．8±31．2105 ．8±27．06105 ．1＝ 19．47
口

非裂側 81．8± 15．082 ．1± 13．2890 ．7± 7．83
蓋

唇側傾斜角
裂 裂 　 側 102．6± 14 ．1 97．7± 3．70111 ．5± 1  ，5
群 非 裂 側 105．6± 9．1 99．3± 5．11 ♂ ）111．9± 0．8

♀）104．6± 7．9
遠 心 傾 斜 角

裂 　側 111，7± 8．7114 ．1土 11．34113 ．3± 14．08

非裂側 84，3± 6．487 ．3± 9，2072 ．5± 7．13

対象症 例の 12−16y 上 下 顎 中切 ♂ ：2  名， 正 常咬合 個 性正 常 咬合

内訳 （Ave ．14．3y） 歯，第
一

大 12y2m20 ．29y 18−35y

♂ ： 5名 臼歯 萌 出 一12y11m （Ave，21y） ♂ ：45名

♀ ： 5 名 思 春期性成 （Ave．12．7y） ♂ ：53名 ♀ ： 5 名

長 前 ♀ ：20名，
非 8−10y 12y2n1

裂 （Ave ．9，1y＞ 一12yllm

群 ♂ ：30名 （Ave ．12，7y）

近 心 捻転 角 83．1±8、59 R ）81．0± L2R ）86．D4±7．80
L ）79 ．7± 1．2L ）82，68± 6．99

唇側傾斜角 106．0±4．54126 ．8± 7．6 ♂ ）125．0± 7．0
♀）128．0士 8．8

遠 心傾 斜 角 R ）86．9± 1．1R ）87．66± 3．88
L ）86 ．7± 1．1L ）86 」 0± 2．93

平 均 値 ±標準 偏 差 （単 位 ：度 ）

と の 間 に の み 相 関 が 認 め られ た．こ の 結果 は， 2 つ の

歯 の 不正 発現 に 共通 の 要因が 係 わ っ て い る可 能性 を示

唆 す る．し か し，裂側中切歯 と非裂側 中切歯 で 共通 し

て 認 め られ た の は 舌 側 傾 斜 の み で あ っ て ，近 心 捻 転 は

裂側中切歯 の 方が 非裂側 中切歯よ り も顕著で あ っ た．
し た が っ て ，こ の 現象 か ら は 共通の 要因 の み が 係 わ っ

て い る とは考え に くい ．

　本研究で は，歯冠軸の み を計測 した が，先 に 述べ た

よ うに 歯冠軸 と歯根軸が異な る症例 に しば し ば遭遇 す

る．した が っ て ， 歯根軸 も計測 した 上 で ，近 心捻転，

遠心傾斜，舌側傾斜の 不 正 に 係わ る要因 に つ い て 検討

した 方が よ り明確 に な る と考 え られ，今後 の 課題 と し

た い ．

　 2．中切歯周 囲歯槽骨幅に つ い て

　唇側歯槽骨幅 は，裂側中切歯と非裂側中切歯で 差 が

な く全般的 に 薄 い こ と，しか し他 の 部位 の 歯槽骨幅 は，

裂側中切歯の方が非裂側中切歯 よ り薄 い こ と が 明 らか

とな っ た．従来，裂側中切歯 の 支持骨 が 少 な い こ と が

指摘 さ れ て き た が
1・3・7，，本研 究 で 明確 に 裏付 け られ た．

ち な み に ，裂側 中切歯 の 口 蓋側歯槽骨幅 は，非裂側中

切 歯 よ り も 2mm 程度小 さ い ，

　本研究で は，中切歯周囲歯槽骨 に 限 っ て 計測 し た．
そ し て 裂側中切歯の 歯槽骨量 が 少 な い こ と が ，裂側中

切歯 で は 近心捻転角 が 大 き い とい う現象 に 関連す る 可

能性 に つ い て 先 に 考察 した．しか し，顎裂 を認 め る上

顎骨本体の 形 態 の 差 も中切 歯の植立状態 に影響 す る こ

と が 推察 さ れ る．

　 ま た，飯野 らη は顎裂周囲骨欠損形態 に つ い て ，前後

的 に は 前方 か ら後方 まで ほ ぼ 同 じ幅の A 型 ， 前方が 広

く後方 が 狭 い B 型，前方 が 狭 く後方，特 に裂側中切歯

口 蓋側部 が 広 い C 型 の 3 つ に 分類 して い るが ，本研究

で裂側中切歯の 口 蓋側周囲歯槽骨幅の変異 は比 較的大

き い 傾向 は認 め られ た も の の 必ず し も 明確で は な い ．

したが っ て ，顎裂周囲の 骨形態 を歯槽骨 に 限 る こ とな
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く三 次元 的に把握し ， そ の 上 で中切歯の植立状態 との

関連 を検討 す る 必要 が あ ろ う．

11L 裂側中切歯の歯冠 の排列に つ い て

　本研究結果 か ら，顎裂 に 近接 す る裂側中切歯周囲歯

槽骨 は非常 に 薄 い こ とが 確認 され た．こ の こ とは 著 し

い 歯列不 正 を呈 す る顎裂 に 近 接す る歯の 移動 に あ た っ

て は，そ の移動方向，移動量 に限界 が あ る こ と を明示

して い る．

　裂側中切歯 の 遠心傾斜角は 平均 111．7度 ， 非裂側中

切歯 の そ れ は 84．3度 で あ っ た ．裂側 中切歯 の 近遠心的

傾斜角 を非裂側 の 傾斜角 に まで 改善 す る と仮定 す る

と，平均約 27度 もの 近 心傾斜量 が 必要 と され る．こ の

場 合，標準的な 中切歯歯根長 を 12．1　mm35 ）と し，歯頸部

の近遠心 的移動がない と仮定す る と，根尖部 は，顎裂

断端方向へ 5mm 程度移動 す る こ と に な り，本研究 か

ら得られ た裂 側中切歯 の 根 尖 部 顎 裂 側 周 囲 歯槽骨 幅 2
mm を超 え る こ とに な る．

　 ま た 近心捻転 に つ い て は，裂側 で 平均 122．8度，非

裂側 で 81．8 度 で あ り，同様 に し て 改 善 す る と仮 定 す る

と約 41度 の 遠 心 捻転量 が 必 要 と さ れ る．捻転 改 善時 の

歯根 の 移動量 は
一

般的 に は 僅 か で あ る と 理解 さ れ る ．

しか し，口 蓋 側歯槽骨幅 が 薄 い こ と が 近 心 捻転 の 改善

を困難 に した り，改善 して も後戻 りを起 こ す原因 と な

る 可能性は十分考え られ る．

　 さ ら に 唇側傾斜 に つ い て は，裂側 と 非裂側 と で ほ ぼ

同 じで あっ た が ， 顎裂 を有 さ な い 群 と比較 し て裂側 ，

非裂側 と も に舌側傾斜の傾向が 認 め られ た．片側 口 唇

口 蓋裂 で は 前歯部反対咬合 を認 め る場合が 多 い が ，中

切歯 口 蓋側 で の 歯槽骨が 不足す る症例 に お い て は，被

蓋改善を 目的と し た 切歯の唇側傾斜を十分 に行え な い

こ と を示 唆 し て い る．

　 こ れ まで に 報告 され て きた，顎裂部付近 の 歯 の 移動

速度 が 遅 い こ とや ，十分 な 移動 が 困難
9｝，歯髄反応の 低

下 ，動揺度 の 増大
11 ），高頻度 の 斜 め 方向の 歯根吸収 の 発

生
12》

な どの 問題 は 本研究で 明 らか とな っ た 薄 い 裂側 中

切歯周囲歯槽骨 を越え て ，さ ら に 移動 を行お う と し た

必 然 の 結 果 で あ る と解釈 した．

　 以 上 の こ と か ら，裂側 中切歯 の 移動 に 先立 っ て ，周

囲歯 槽骨 な ら び に 歯槽基底部 の 三 次元的形態 を把握

し，近 心 捻 転 遠 心 傾斜等 の 改善 に 必 要 な 支 持 骨組織

が 存在 す る か 否 か を明 確 に す る必 要 が あ る．また ，顎

裂 を有 す る 患者 の 歯科矯 正 治療 を行 う場合 は ，非裂者

と比 較 し，歯根周 囲歯槽骨 が 薄 い とい う制 約 が あ る こ

とを十分に認識しな け れ ばな らな い も の と考え た．

　稿 を終 え る に あた り，東北大学歯学部附属病院顎 口 腔 機

能 治 療 部で 治療 に た ず さわ っ た 諸先 生 に 深 謝 い た します．

　 な お，本研 究の
一

部 は第 18回 日本 口蓋裂学 会総会（大阪）

に お い て 発表 し た．
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